
歯周病菌や歯周病で出てくる物質が、糖尿病
や動脈硬化、狭心症や心筋梗塞などの生活習
慣病のほか、さまざまな病気と深くかかわっ
ています。
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認知症
　歯周病で歯を失うと、
脳への刺激が減ってアル
ツハイマー型認知症の誘
因になりかねません。

肥満
　食生活において歯周病予防を心がける
と、肥満防止につながることがわかって
います。しっかり噛めば、唾液がよく出て
口の中をきれいにし、歯周病を防ぎ、満腹
感が得られて、食べ過ぎないですみます。

肺炎
　食べ物や唾液が誤って肺に入って
おこる「誤

ご

嚥
えん

性
せい

肺炎」。これも歯周
病菌が大きな原因となっています。

糖尿病
　歯周病で出てくる物質
が、血糖のコントロール
を妨げて糖尿病を悪化さ
せるといわれています。
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